
(57)【要約】

【課題】更なる高画質化を実現し、特に側面視認性を向

上させ得る液晶表示装置を提供する。

【解決手段】本発明による液晶表示装置では、液晶パネ

ルの各ピクセルが二つのサブピクセルを含む。さらに、

外部から入力される映像データ信号の示すピクセルの階

調レベルごとに、そのピクセルに含まれている二つのサ

ブピクセルに対して設定されるべき階調レベルの対が予

めルックアップテーブルの形態で貯蔵されている。制御

部はそのルックアップテーブルを利用し、二つのサブピ

クセルに対して異なるレベルのデータ電圧を印加する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ が 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と を 含 み 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ
た 複 数 の ピ ク セ ル 、 を 有 し 、 ゲ ー ト 電 圧 、 第 １ デ ー タ 電 圧 、 及 び 第 ２ デ ー タ 電 圧 に 応 じ て
映 像 を 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル 、
　 階 調 デ ー タ を ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル に 対 応 づ け て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 、 を 保 持 し
、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 に 応 じ て 第 １ 制 御 信 号 と 第 ２ 制 御 信 号 と を 出 力 し 、
前 記 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ い て 二 つ の 異 な る 階 調 デ ー タ を 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら
読 み 出 し 、 読 み 出 さ れ た 階 調 デ ー タ を そ れ ぞ れ 、 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信 号 と で 出 力 す
る 制 御 部 、
　 前 記 第 １ 制 御 信 号 、 前 記 第 １ 階 調 信 号 、 及 び 前 記 第 ２ 階 調 信 号 に 応 じ て 第 １ デ ー タ 電 圧
と 第 ２ デ ー タ 電 圧 と を 異 な る レ ベ ル で 生 成 し 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル に 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 を
出 力 し 、 前 記 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 同 じ ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル に 前 記 第
２ デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る デ ー タ 駆 動 部 、 並 び に 、
　 前 記 第 ２ 制 御 信 号 に 応 じ て ゲ ー ト 電 圧 を 出 力 す る ゲ ー ト 駆 動 部 、
　 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 部 が 、
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 貯 蔵 す る 貯 蔵 部 、 及 び 、
　 映 像 デ ー タ 信 号 か ら ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル を 解 読 し 、 解 読 さ れ た 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る
階 調 デ ー タ を 前 記 貯 蔵 部 か ら 読 み 出 し 、 読 み 出 さ れ た 階 調 デ ー タ を 示 す 第 １ 階 調 信 号 と 第
２ 階 調 信 号 と を 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 対 し て 印 加 す る 信 号 発 生 部 、
　 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に 貯 蔵 さ れ て い る 階 調 デ ー タ が 、 ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル ご と
に 、 異 な る 値 の 第 １ 階 調 デ ー タ と 第 ２ 階 調 デ ー タ と の 対 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、 赤 色 、 緑 色 、 及 び 青 色 の ピ ク セ ル を 有 し 、
　 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル が 第 １ 階 調 デ ー タ と 第 ２ 階 調 デ ー タ と の 対 を ピ ク セ ル の 色 別
に 貯 蔵 し て い る 、
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 貯 蔵 部 が Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 一 つ の ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル に 基 づ い て 出 力 さ れ る 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信 号 と で は
、 前 記 第 １ 階 調 信 号 の 示 す 階 調 レ ベ ル が 前 記 第 ２ 階 調 信 号 の 示 す 階 調 レ ベ ル よ り 高 く 、
　 前 記 第 １ 階 調 信 号 に 応 じ て 生 成 さ れ る 第 １ デ ー タ 電 圧 の レ ベ ル が 、 前 記 第 ２ 階 調 信 号 に
応 じ て 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー タ 電 圧 の レ ベ ル よ り 高 い 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ サ ブ ピ ク セ ル が 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン
に 連 結 さ れ て い る 第 １ 画 素 電 極 と 、 を 含 み 、
　 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル が 、 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン
に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 画 素 電 極 と 、 を 含 み 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と の 各 ゲ ー ト に 共 通 に 連 結 さ れ
、 そ れ ら の ゲ ー ト に ゲ ー ト 電 圧 を 伝 達 す る ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス に 連 結 さ れ 、 前 記 ソ ー ス に 第 １ デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す
る 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
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　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス に 連 結 さ れ 、 前 記 ソ ー ス に 第 ２ デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す
る 第 ２ デ ー タ ラ イ ン 、
　 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 そ れ ぞ れ が 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と を 含 み 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ
た 複 数 の ピ ク セ ル 、 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル 、 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 、 を 駆 動 す る 方 法 で あ
り 、
　 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 に 応 じ て 第 １ 制 御 信 号 と 第 ２ 制 御 信 号 と を 出 力 す る
段 階 、
　 階 調 デ ー タ を 前 記 液 晶 パ ネ ル の ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル に 対 応 づ け て い る ル ッ ク ア ッ プ テ
ー ブ ル 、 か ら 前 記 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ い て 二 つ の 異 な る 階 調 デ ー タ を 読 み 出 し 、 読 み 出
さ れ た 階 調 デ ー タ を そ れ ぞ れ 、 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信 号 と で 出 力 す る 段 階 、
　 前 記 第 １ 制 御 信 号 、 前 記 第 １ 階 調 信 号 、 及 び 前 記 第 ２ 階 調 信 号 に 応 じ て 第 １ デ ー タ 電 圧
と 第 ２ デ ー タ 電 圧 と を 異 な る レ ベ ル で 生 成 し 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル に 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 を
出 力 し 、 前 記 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 同 じ ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル に 前 記 第
２ デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る 段 階 、
　 前 記 第 ２ 制 御 信 号 に 応 じ て ゲ ー ト 電 圧 を 出 力 す る 段 階 、 並 び に 、
　 前 記 ゲ ー ト 電 圧 、 前 記 第 １ デ ー タ 電 圧 、 及 び 前 記 第 ２ デ ー タ 電 圧 に 応 じ て 前 記 液 晶 パ ネ
ル の ピ ク セ ル を 発 光 さ せ る 段 階 、
　 を 有 す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 階 調 デ ー タ を 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信 号 と で 出 力 す る 段 階 で は 、 前 記 映 像 デ ー タ
信 号 か ら 前 記 液 晶 パ ネ ル の ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル を 解 読 し 、 解 読 さ れ た 階 調 レ ベ ル に 対 応
す る 階 調 デ ー タ を 前 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 読 み 出 す 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 一 つ の ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル に 基 づ い て 出 力 さ れ る 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信 号 と で は
、 前 記 第 １ 階 調 信 号 の 階 調 レ ベ ル が 前 記 第 ２ 階 調 信 号 の 階 調 レ ベ ル よ り 高 く 、
　 前 記 第 １ 階 調 信 号 に 応 じ て 生 成 さ れ る 第 １ デ ー タ 電 圧 の レ ベ ル が 、 前 記 第 ２ 階 調 信 号 に
応 じ て 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー タ 電 圧 の レ ベ ル よ り 高 い 、
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 そ れ ぞ れ が 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と を 含 み 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ
た 複 数 の ピ ク セ ル 、 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル 、 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 ピ ク セ ル の
階 調 レ ベ ル を 設 定 す る 方 法 で あ り 、
　 第 １ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 と を そ れ ぞ れ 、 前 記 液
晶 パ ネ ル の 斜 め 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 と 実 質 的 に 一 致 さ せ る と い
う 条 件 の 下 で 予 め 決 定 さ れ た 形 状 に 設 定 す る 段 階 、
　 同 じ ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と に 対 し 、 同 一 の 階
調 レ ベ ル に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階 、
　 前 記 デ ー タ 電 圧 の 印 加 に よ り 発 光 す る 前 記 液 晶 パ ネ ル の ピ ク セ ル の 輝 度 を 測 定 し 、 そ の
測 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 液 晶 パ ネ ル の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 決 定 す る 段 階 、 並 び に 、
　 第 １ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 、 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 、 及 び 前 記 液 晶 パ ネ ル
正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 利 用 し 、 ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル ご と に 、 そ の ピ ク セ ル に 含 ま れ
て い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と に 対 し て 実 際 に 設 定 さ れ る べ き 階 調 レ ベ ル
の 対 を 決 定 し 、 そ の 対 を ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に 貯 蔵 す る 段 階 、
　 を 有 す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 レ ベ ル 設 定 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 １ サ ブ ピ ク セ ル が 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン
に 連 結 さ れ て い る 第 １ 画 素 電 極 と 、 を 含 み 、
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　 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル が 、 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン
に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 画 素 電 極 と 、 を 含 み 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル が 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と の 各 ゲ ー ト に 連 結 さ れ て い る
ゲ ー ト ラ イ ン 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス に 連 結 さ れ て い る 第 １ デ ー タ ラ イ ン 、 及 び 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス に 連 結 さ れ て い る 第 ２ デ ー タ ラ イ ン 、
　 を 含 む 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 レ ベ ル 設 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 と そ の 駆 動 方 法 に 関 し 、 特 に そ の ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル を 設 定 す
る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 パ ネ ル を 含 む 。 液 晶 パ ネ ル で は 、 二 枚 の 基 板 （ 硝 子 基 板 ） が 一 定 の
間 隔 で 対 向 し 、 そ れ ら の 間 に 液 晶 が 注 入 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 は そ の 液 晶 に 対 し て 電
界 を 印 加 し 、 そ の 電 界 の 強 さ を ピ ク セ ル ご と に 調 節 す る こ と に よ り 、 液 晶 を 透 過 す る 光 の
量 を ピ ク セ ル ご と に 調 節 で き る 。 そ の 結 果 、 液 晶 パ ネ ル に は 所 望 の 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-108965号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 に は 、 更 な る 高 画 質 化 や 更 な る 大 画 面 化 が 要 求 さ れ て い る 。 特 に 大 面 積 の
液 晶 パ ネ ル を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 画 面 を 見 る 位 置 に 関 わ ら ず 、 画 質 が 高 く 維 持 さ れ
て い る べ き で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 更 な る 高 画 質 化 を 実 現 し 、 特 に 側 面 視 認 性 を 向 上 さ せ 得 る 液 晶 表 示 装
置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル 、 制 御 部 、 デ ー タ 駆 動 部 、 及 び ゲ ー ト 駆 動 部
を 含 む 。 液 晶 パ ネ ル は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の ピ ク セ ル を 有 す る 。 各 ピ ク セ
ル は 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と を 含 む 。 液 晶 パ ネ ル は さ ら に 、 ゲ ー ト 電 圧 、
第 １ デ ー タ 電 圧 、 及 び 第 ２ デ ー タ 電 圧 に 応 じ て 映 像 を 表 示 す る 。 制 御 部 は 、 階 調 デ ー タ を
ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル に 対 応 づ け て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル 、 を 保 持 し て い る 。 制 御 部
は さ ら に 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 に 応 じ て 第 １ 制 御 信 号 と 第 ２ 制 御 信 号 と を
出 力 す る と 共 に 、 そ の 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ い て 二 つ の 異 な る 階 調 デ ー タ を ル ッ ク ア ッ プ
テ ー ブ ル か ら 読 み 出 し 、 読 み 出 さ れ た 階 調 デ ー タ を そ れ ぞ れ 、 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信
号 と で 出 力 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 は 、 第 １ 制 御 信 号 、 第 １ 階 調 信 号 、 及 び 第 ２ 階 調 信 号 に 応
じ て 第 １ デ ー タ 電 圧 と 第 ２ デ ー タ 電 圧 と を 異 な る レ ベ ル で 生 成 す る 。 デ ー タ 駆 動 部 は さ ら
に 、 生 成 し た 第 １ デ ー タ 電 圧 を 第 １ サ ブ ピ ク セ ル に 出 力 し 、 そ の 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 同 じ
ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル に 、 生 成 し た 第 ２ デ ー タ 電 圧 を 出 力 す る 。 ゲ ー
ト 駆 動 部 は 第 ２ 制 御 信 号 に 応 じ て ゲ ー ト 電 圧 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、
　 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 に 応 じ て 第 １ 制 御 信 号 と 第 ２ 制 御 信 号 と を 出 力 す る
段 階 、
　 階 調 デ ー タ を 液 晶 パ ネ ル の ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル に 対 応 づ け て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル 、 か ら 上 記 の 映 像 デ ー タ 信 号 に 基 づ い て 二 つ の 異 な る 階 調 デ ー タ を 読 み 出 し 、 読 み 出 さ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-226196 A 2007.9.6



れ た 階 調 デ ー タ を そ れ ぞ れ 、 第 １ 階 調 信 号 と 第 ２ 階 調 信 号 と で 出 力 す る 段 階 、
　 第 １ 制 御 信 号 、 第 １ 階 調 信 号 、 及 び 第 ２ 階 調 信 号 に 応 じ て 第 １ デ ー タ 電 圧 と 第 ２ デ ー タ
電 圧 と を 異 な る レ ベ ル で 生 成 し 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル に そ の 第 １ デ ー タ 電 圧 を 出 力 し 、 そ の
第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 同 じ ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル に そ の 第 ２ デ ー タ 電 圧
を 出 力 す る 段 階 、
　 第 ２ 制 御 信 号 に 応 じ て ゲ ー ト 電 圧 を 出 力 す る 段 階 、 並 び に 、
　 ゲ ー ト 電 圧 、 第 １ デ ー タ 電 圧 、 及 び 第 ２ デ ー タ 電 圧 に 応 じ て 液 晶 パ ネ ル の ピ ク セ ル を 発
光 さ せ る 段 階 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 レ ベ ル 設 定 方 法 は 、
　 第 １ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 と を そ れ ぞ れ 、 液 晶 パ
ネ ル の 斜 め 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 と 実 質 的 に 一 致 さ せ る と い う 条
件 の 下 で 予 め 決 定 さ れ た 形 状 に 設 定 す る 段 階 、
　 同 じ ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と に 対 し 、 同 一 の 階
調 レ ベ ル に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 段 階 、
　 そ の デ ー タ 電 圧 の 印 加 に よ り 発 光 す る 液 晶 パ ネ ル の ピ ク セ ル の 輝 度 を 測 定 し 、 そ の 測 定
結 果 に 基 づ い て 液 晶 パ ネ ル の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 決 定 す る 段 階 、 並 び に 、
　 第 １ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 、 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 、 及 び 液 晶 パ ネ ル の 正
面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 利 用 し 、 ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル ご と に 、 そ の ピ ク セ ル に 含 ま れ て
い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル と に 対 し て 実 際 に 設 定 さ れ る べ き 階 調 レ ベ ル の
対 を 決 定 し 、 そ の 対 を ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に 貯 蔵 す る 段 階 、 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 上 記 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 パ ネ ル の 各 ピ ク セ ル が 二 つ の サ ブ ピ ク セ ル
に 分 け ら れ て い る 。 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 が ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル を 一 つ 示
す と き 、 そ の ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 二 つ の サ ブ ピ ク セ ル に 対 し て 異 な る 階 調 デ ー タ が 設
定 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 で は 特 に 、 同 じ ピ ク セ ル に 含 ま れ て い る 二 つ の サ ブ
ピ ク セ ル に 対 し て 設 定 さ れ る べ き 階 調 デ ー タ の 対 が 予 め 測 定 で 決 定 さ れ 、 ル ッ ク ア ッ プ テ
ー ブ ル に 貯 蔵 さ れ て い る 。 従 っ て 、 各 サ ブ ピ ク セ ル に 対 す る デ ー タ 電 圧 の レ ベ ル を 速 や か
に か つ 精 度 良 く 設 定 で き る 。 こ う し て 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 従 来 の 装 置 よ り 、 側
面 視 認 性 が さ ら に 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 好 ま し く は 、 そ の 側 面 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め
に 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 を 採 用 す る 。 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 で は 、 電 界 が 印 加 さ れ て い な
い と き 、 液 晶 分 子 の 長 軸 が 表 示 パ ネ ル の 基 板 に 対 し て 垂 直 で あ る 。 一 方 、 液 晶 に 対 し て 電
界 が 印 加 さ れ て い る と き 、 液 晶 分 子 の 長 軸 が そ の 電 界 の 方 向 か ら 傾 い て い る 。 本 発 明 の 実
施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は さ ら に 好 ま し く は 、 Ｓ － Ｐ Ｖ Ａ （ Super－ Patterned　 Vertic
al　 Alignment） 方 式 を 採 用 す る 。 そ の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 一 つ の ピ ク セ ル が 二 つ の サ ブ
ピ ク セ ル に 区 分 さ れ 、 そ れ ら の サ ブ ピ ク セ ル 間 で 液 晶 に 対 す る 印 加 電 圧 が 互 い に 異 な る よ
う に 調 節 さ れ る 。 二 つ の サ ブ ピ ク セ ル 間 で は 印 加 電 圧 の 差 異 に よ り 透 過 率 が 異 な る の で 、
そ の ピ ク セ ル の 輝 度 を 見 る 方 向 に 応 じ て 適 切 に 変 化 さ せ 得 る 。 特 に 、 液 晶 パ ネ ル の 斜 め 方
向 で の ガ ン マ 曲 線 を 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 に 実 質 的 に （ す な わ ち 、 製 造 誤 差 や 設 計 上 の
制 約 か ら 決 ま る 所 定 の 許 容 範 囲 内 で ） 一 致 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 液 晶 パ ネ ル の
側 面 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 10は 、 映 像 を 表 示 す
る 液 晶 パ ネ ル 100、 制 御 信 号 を 出 力 す る 制 御 部 200、 デ ー タ 駆 動 信 号 を 出 力 す る デ ー タ 駆 動
部 300、 及 び ゲ ー ト 駆 動 信 号 を 出 力 す る ゲ ー ト 駆 動 部 400を 含 む 。
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　 液 晶 パ ネ ル 100は 、 共 通 電 極 を 有 す る 基 板 と 、 画 素 電 極 を 有 す る 基 板 と で 構 成 さ れ て い
る 。 そ れ ら の 基 板 の 間 に は 液 晶 が 注 入 さ れ て い る 。 画 素 電 極 を 有 す る 基 板 に は 、 複 数 の デ
ー タ ラ イ ン D1A～ DmB、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン G1～ Gn、 及 び 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 デ
ー タ ラ イ ン D1A～ DmBと ゲ ー ト ラ イ ン G1～ Gnと で 間 を 区 切 ら れ て い る 複 数 の ピ ク セ ル PXを 含
む 。 複 数 の ピ ク セ ル PXの そ れ ぞ れ は 、 二 つ の デ ー タ ラ イ ン D1A、 D1Bと 一 つ の ゲ ー ト ラ イ ン
G1と で 区 切 ら れ て い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと か ら 成 る 。 デ ー タ ラ
イ ン D1A～ DmBは 液 晶 パ ネ ル 100の 列 方 向 に 対 し て 平 行 に 配 列 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン G1～ Gnは
液 晶 パ ネ ル 100の 行 方 向 に 対 し て 平 行 に 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 制 御 部 200に は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ラ （ 図 示 せ ず ） か ら 映 像 デ ー タ 信 号 RGB
、 水 平 同 期 信 号 Hsync、 垂 直 同 期 信 号 Vsync、 ク ロ ッ ク 信 号 MCLK、 及 び デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信
号 DEが 入 力 さ れ る 。 制 御 部 200は 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBを 、 液 晶 パ ネ ル 100の 仕 様 に 適 し た
デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト の 第 １ デ ー タ 信 号 DATA＿ Aと 第 ２ デ ー タ 信 号 DATA＿ Bと の 対 に 変 換 す る
。 制 御 部 200は さ ら に 、 入 力 さ れ た 信 号 に 基 づ き 、 第 １ 制 御 信 号 CNT1と 第 ２ 制 御 信 号 CNT2
と を 出 力 す る 。 第 １ デ ー タ 信 号 DATA＿ A、 第 ２ デ ー タ 信 号 DATA＿ B、 及 び 第 １ 制 御 信 号 CNT1
は デ ー タ 駆 動 部 300に 対 し て 印 加 さ れ 、 第 ２ 制 御 信 号 CNT2は ゲ ー ト 駆 動 部 400に 対 し て 印 加
さ れ る 。 制 御 部 200か ら 出 力 さ れ る 第 １ デ ー タ 信 号 DATA＿ Aと 第 ２ デ ー タ 信 号 DATA＿ Bと に
は 、 液 晶 パ ネ ル 100に 表 示 さ れ る べ き 映 像 に 関 す る 階 調 レ ベ ル 情 報 、 す な わ ち 各 ピ ク セ ル P
Xの 階 調 レ ベ ル を 示 す 情 報 が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 制 御 部 200は 好 ま し く は 信 号 発 生 部 210と 貯 蔵 部 220と を 含 む 。 貯 蔵 部 220は 、 ピ ク セ ル PX
の 階 調 レ ベ ル に 対 応 づ け ら れ て い る 階 調 デ ー タ を ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ） の 形 態
で 貯 蔵 し て い る 。 貯 蔵 部 220に 貯 蔵 さ れ た 階 調 デ ー タ は さ ら に 好 ま し く は 、 ピ ク セ ル PXの
階 調 レ ベ ル ご と に 、 異 な る 値 の 第 １ 階 調 デ ー タ と 第 ２ 階 調 デ ー タ と の 対 を 含 む 。 第 １ 階 調
デ ー タ は 第 １ デ ー タ 信 号 DATA＿ Aと し て デ ー タ 駆 動 部 300に 対 し て 印 加 さ れ 、 デ ー タ 駆 動 部
300で 第 １ デ ー タ 電 圧 に 変 換 さ れ 、 第 １ デ ー タ ラ イ ン D1Aを 通 じ て 液 晶 パ ネ ル 100の 第 １ サ
ブ ピ ク セ ル PXAに 対 し て 印 加 さ れ る 。 第 ２ 階 調 デ ー タ は 第 ２ デ ー タ 信 号 DATA＿ Bと し て デ ー
タ 駆 動 部 300に 対 し て 印 加 さ れ 、 デ ー タ 駆 動 部 300で 第 ２ デ ー タ 電 圧 に 変 換 さ れ 、 第 ２ デ ー
タ ラ イ ン D1Bを 通 じ て 液 晶 パ ネ ル 100の 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBに 対 し て 印 加 さ れ る 。 信 号 発
生 部 210は 、 外 部 か ら 入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 示 す ピ ク セ ル PXの 階 調 レ ベ ル を 解 読
し 、 解 読 さ れ た 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る 第 １ 階 調 デ ー タ と 第 ２ 階 調 デ ー タ と の 対 を 貯 蔵 部 22
0の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 読 み 出 し 、 読 み 出 さ れ た 階 調 デ ー タ の 対 を 第 １ デ ー タ 信 号 D
ATA＿ Aと 第 ２ デ ー タ 信 号 DATA＿ Bと の 対 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 300は 制 御 部 200か ら 提 供 さ れ る 第 １ デ ー タ 信 号 DATA＿ Aと 第 ２ デ ー タ 信 号 D
ATA＿ Bと の 対 を 、 第 １ 制 御 信 号 CNT1に 従 っ て 液 晶 パ ネ ル 100の デ ー タ ラ イ ン D1A～ DmBに 出
力 す る 。 第 １ デ ー タ 信 号 DATA＿ Aと 第 ２ デ ー タ 信 号 DATA＿ Bと の 対 は 液 晶 パ ネ ル 100の 各 ピ
ク セ ル PXに 対 し て デ ー タ 電 圧 と し て 印 加 さ れ る 。 制 御 部 200か ら デ ー タ 駆 動 部 300に 対 し て
印 加 さ れ る 第 １ 制 御 信 号 CNT1は 好 ま し く は 、 水 平 同 期 開 始 信 号 、 ロ ー ド 信 号 、 及 び デ ー タ
ク ロ ッ ク 信 号 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 400は 制 御 部 200か ら 提 供 さ れ る 第 ２ 制 御 信 号 CNT2に 従 い 、 液 晶 パ ネ ル 100
の ゲ ー ト ラ イ ン G1～ Gnに ゲ ー ト 信 号 を 出 力 す る 。 ゲ ー ト 信 号 は ゲ ー ト 電 圧 と し て 、 液 晶 パ
ネ ル 100の 各 ピ ク セ ル PXに 対 し て 印 加 さ れ る 。 ゲ ー ト 電 圧 は 、 各 ピ ク セ ル PXに 含 ま れ て い
る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を タ ー ン オ ン さ せ 、 ま た は タ ー ン オ フ さ せ る 。 制 御 部 200か ら ゲ ー ト
駆 動 部 400に 対 し て 印 加 さ れ る 第 ２ 制 御 信 号 CNT2は 好 ま し く は 、 垂 直 同 期 開 始 信 号 、 ゲ ー
ト ク ロ ッ ク 信 号 、 及 び 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 液 晶 パ ネ ル 100の 一 つ の ピ ク セ ル PXは 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXA
と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと か ら 成 る 。 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAは 第 １ デ ー タ ラ イ ン D1Aと 第 １
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ゲ ー ト ラ イ ン G1と に 連 結 さ れ 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TA、 第 １ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTA
、 及 び 第 １ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCAを 含 む 。 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TAの ゲ ー ト は 第 １ ゲ ー ト ラ
イ ン G1に 連 結 さ れ 、 ソ ー ス は 第 １ デ ー タ ラ イ ン D1Aに 連 結 さ れ 、 ド レ イ ン は 第 １ ス ト レ ー
ジ キ ャ パ シ タ CSTAに 連 結 さ れ て い る 。 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBは 第 ２ デ ー タ ラ イ ン D1Bと 第 １
ゲ ー ト ラ イ ン G1と に 連 結 さ れ 、 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TB、 第 ２ ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ CSTB
、 及 び 第 ２ 液 晶 キ ャ パ シ タ CLCBを 含 む 。 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TBの ゲ ー ト は 第 １ ゲ ー ト ラ
イ ン G1に 連 結 さ れ 、 ソ ー ス は 第 ２ デ ー タ ラ イ ン D1Bに 連 結 さ れ 、 ド レ イ ン は 第 ２ ス ト レ ー
ジ キ ャ パ シ タ CSTBに 連 結 さ れ て い る 。 第 １ デ ー タ ラ イ ン D1Aは デ ー タ 駆 動 部 300に 連 結 さ れ
、 デ ー タ 駆 動 部 300か ら 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAに デ ー タ 電 圧 を 伝 達 す る 。 第 ２ デ ー タ ラ イ ン
D1Bは デ ー タ 駆 動 部 300に 連 結 さ れ 、 デ ー タ 駆 動 部 300か ら 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBに 別 の デ ー
タ 電 圧 を 伝 達 す る 。 第 １ ゲ ー ト ラ イ ン G1は ゲ ー ト 駆 動 部 400に 連 結 さ れ 、 同 じ ゲ ー ト 電 圧
を 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと に 伝 達 し 、 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TAと 第
２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ TBと を 同 時 に タ ー ン オ ン さ せ 、 ま た は タ ー ン オ フ さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 貯 蔵 部 220の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 好 ま し く は 以 下 の よ う に し て 構 成 さ れ る 。
　 図 ３ に は 、 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 A＋ Bが 実 線 で 示 さ れ 、 第 １ サ ブ ピ
ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 Aが 破 線 で 示 さ れ 、 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 Bが 一 点 鎖 線
で 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 Aと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの
ガ ン マ 曲 線 Bと は 、 液 晶 表 示 装 置 10の 製 造 時 に 、 液 晶 パ ネ ル 100の 側 面 視 認 性 を 最 適 に す る
形 状 （ す な わ ち 、 液 晶 パ ネ ル 100の 斜 め 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 A＋
Bと 実 質 的 に 一 致 さ せ る 形 状 ） に 設 定 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線
Aと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 Bと は 、 液 晶 表 示 装 置 10の 特 性 及 び 機 能 ご と に 異 な
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 同 じ ピ ク セ ル PXに 含 ま れ て い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと に
対 し 、 同 一 の 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 し 、 そ の 印 加 に よ り 発 光 し た ピ ク セ
ル PXの 輝 度 を 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で 測 定 す る 。 図 ３ で は 例 え ば 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル P
XAと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと に 対 し 、 同 じ 階 調 レ ベ ル 130Gに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 し
た と き 、 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で は 輝 度 値 L1が 得 ら れ て い る 。 同 様 な 測 定 を 様 々 な 階
調 レ ベ ル に つ い て 繰 り 返 す こ と に よ り 、 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 A＋ Bを
求 め る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 A＋ Bと 共 に 、 予 め 設 定 さ れ た 第 １ サ ブ
ピ ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 Aと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 Bと を 以 下 の よ う に 利 用 し
、 貯 蔵 部 220に ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 構 成 す る 。
　 例 え ば 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと に 対 し て 階 調 レ ベ ル 130Gに 対 応
す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ た と き に 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で 輝 度 値 L1が 測 定 さ れ た 場
合 （ 測 定 点 P1参 照 ） 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAの 輝 度 は 、 測 定 点 P1を 通 り 、 か つ 輝 度 軸 に 平
行 な 直 線 と 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 Aと の 交 点 P2で の 輝 度 値 L2に 相 当 し 、 第 ２ サ
ブ ピ ク セ ル PXBの 輝 度 は 、 そ の 直 線 と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 Bと の 交 点 P3で の
輝 度 値 L3に 相 当 す る 。 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 A＋ Bの 上 で は 、 第 １ サ ブ
ピ ク セ ル PXAの 輝 度 値 L2に は 階 調 レ ベ ル 220Gが 対 応 し 、 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの 輝 度 値 L3に
は 階 調 レ ベ ル 35Gが 対 応 し て い る 。 す な わ ち 、 ピ ク セ ル PXの 階 調 レ ベ ル 130Gに 対 し 、 液 晶
パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で 輝 度 値 L1を 得 る た め に は 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAに 対 し て は 階 調 レ
ベ ル 220Gに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ な け れ ば な ら ず 、 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBに 対 し
て は 階 調 レ ベ ル 35Gに 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 貯 蔵 部 2
20の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル で は 、 階 調 レ ベ ル 130Gに 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル 220G
と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の 階 調 レ ベ ル 35Gと の 対 が 対 応 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ う し て 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 示 す ピ ク セ ル PXの 階 調 レ ベ ル ご と に 、 二 つ の サ ブ ピ ク
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セ ル PXA、 PXBの 階 調 レ ベ ル の 対 が 決 定 さ れ 、 そ れ ら の 間 の 対 応 関 係 が ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル に 記 録 さ れ る 。 尚 、 ピ ク セ ル PXの 各 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る 各 サ ブ ピ ク セ ル PXA、 PXBの 階
調 レ ベ ル を さ ら に 正 確 に 決 定 す る 目 的 で 、 デ ィ ザ リ ン グ （ Dithering） が 用 い ら れ て も 良
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ に 示 さ れ て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル で は 、 赤 色 映 像 デ ー タ 信 号 R、 緑 色 映 像 デ ー
タ 信 号 G、 及 び 青 色 映 像 デ ー タ 信 号 Bの そ れ ぞ れ の 示 す 256個 の 階 調 レ ベ ル 0～ 255の そ れ ぞ
れ に 、 第 １ 階 調 デ ー タ DAと 第 ２ 階 調 デ ー タ DBと の 対 が 対 応 づ け ら れ て い る 。 尚 、 図 ４ に 示
さ れ て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 一 例 に 過 ぎ ず 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 構 成 や 形 態 は
、 液 晶 表 示 装 置 10の 駆 動 能 力 に 応 じ て 多 様 に 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ Ａ と 図 ５ Ｂ と で は 、 液 晶 パ ネ ル 100の ガ ン マ 曲 線 が ピ ク セ ル PXの 色 別 に 示 さ れ て い
る （ 一 点 鎖 線 が 赤 色 ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 を 示 し 、 実 線 が 緑 色 ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 を 示
し 、 破 線 が 青 色 ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 を 示 す ） 。 図 ５ Ａ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ピ ク セ ル
PXの 色 に 応 じ て ガ ン マ 曲 線 が 変 わ る 。 こ れ は 、 階 調 レ ベ ル ご と に 色 温 度 と 色 座 標 と が 変 化
す る 現 象 （ カ ラ ー シ フ ト 現 象 ） に 起 因 す る 。 カ ラ ー シ フ ト 現 象 を 抑 え る に は 、 好 ま し く は
、 Ａ Ｃ Ｃ （ Accurate　 Color　 Capture） 技 法 が 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 外 部 か ら 入 力 さ れ
る 赤 色 映 像 デ ー タ 信 号 R、 緑 色 映 像 デ ー タ 信 号 G、 及 び 青 色 映 像 デ ー タ 信 号 Bの そ れ ぞ れ の
示 す 階 調 レ ベ ル が 個 別 に 調 節 さ れ る 。 図 ５ Ｂ に は 、 Ａ Ｃ Ｃ 適 用 後 の ピ ク セ ル PXの ガ ン マ 曲
線 Γ が ピ ク セ ル PXの 色 別 に 示 さ れ て い る 。 図 ５ Ｂ に は さ ら に 、 予 め 設 定 さ れ た 第 １ サ ブ ピ
ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 Γ Aと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 Γ Bと が 示 さ れ て い る 。 図
４ に 示 さ れ て い る 貯 蔵 部 220の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル は 、 図 ５ Ｂ に 示 さ れ て い る ガ ン マ 曲
線 に 基 づ き 、 上 記 の 方 法 で 構 成 さ れ る 。 特 に 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 Γ Aと 第
２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 Γ Bと を そ れ ぞ れ 、 色 別 に 調 整 し 、 か つ 液 晶 パ ネ ル 100の
正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 Γ を 色 別 に 測 定 す る こ と に よ り 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 構 成 す
る 第 １ 階 調 デ ー タ DAと 第 ２ 階 調 デ ー タ DBと の 対 が 色 別 に 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ に は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 構 成 す る 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト が 示 さ れ て い る 。 ま
ず 、 液 晶 表 示 装 置 10の 製 造 時 に 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル P
XBの ガ ン マ 曲 線 と を 、 液 晶 パ ネ ル 100の 側 面 視 認 性 を 最 適 に す る 形 状 に 設 定 す る （ S500）
。 次 に 、 同 じ ピ ク セ ル PXに 含 ま れ て い る 第 １ サ ブ ピ ク セ ル PXAと 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBと に
対 し 、 同 一 の 階 調 レ ベ ル に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る （ S510） 。 続 い て 、 液 晶 パ ネ ル
100の 正 面 方 向 で の 輝 度 を 測 定 し 、 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 求 め る 。 さ
ら に 、 液 晶 パ ネ ル 100の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 と 共 に 、 予 め 設 定 さ れ て い る 第 １ サ ブ ピ
ク セ ル PXAの ガ ン マ 曲 線 と 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル PXBの ガ ン マ 曲 線 と を 利 用 し 、 貯 蔵 部 220に ル
ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 上 記 の 方 法 で 構 成 す る （ S520） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ に は 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 利 用 し た 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト
が 示 さ れ て い る 。 ま ず 、 外 部 か ら 液 晶 表 示 装 置 10の 制 御 部 200に 、 映 像 デ ー タ 信 号 RGBが 入
力 さ れ る （ S600） 。 そ の と き 、 制 御 部 200が 、 そ の 映 像 デ ー タ 信 号 RGBの 示 す 階 調 レ ベ ル に
対 応 す る 第 １ 階 調 デ ー タ DAと 第 ２ 階 調 デ ー タ DBと の 対 を 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 検 索
す る （ S610） 。 次 に 、 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 検 索 さ れ た 第 １ 階 調 デ ー タ と 第 ２ 階 調 デ
ー タ と の 対 を 、 制 御 部 200が 二 つ の デ ー タ 信 号 DATA＿ A、 DATA＿ Bの 対 と し て デ ー タ 駆 動 部 3
00に 対 し て 印 加 す る （ S620） 。 デ ー タ 駆 動 部 300は 、 制 御 部 200か ら 提 供 さ れ た 二 つ の デ ー
タ 信 号 DATA＿ A、 DATA＿ Bの 対 を 二 つ の デ ー タ 電 圧 の 対 に 変 換 し 、 液 晶 パ ネ ル 100の 二 つ の
サ ブ ピ ク セ ル PXA、 PXBに 対 し て 印 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 最 適 な 実 施 形 態 が 開 示 さ れ た 。 こ こ で は 特 定 の 用 語 が 用 い ら れ た が 、 こ
れ ら は た だ 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 説 明 す る 目 的 で 用 い ら れ た も の で あ り 、 特 許 請
求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 文 言 の 意 味 を 限 定 す る 目 的 で 用 い ら れ た も の で は な く 、 特 許 請 求 の
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範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 制 限 す る 目 的 で 用 い ら れ た も の で も な い 。 従 っ て
、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 持 つ 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 形
態 の 多 様 な 変 形 や そ れ と 均 等 な 他 の 実 施 形 態 を 想 到 可 能 で あ ろ う 。 そ れ 故 、 本 発 明 の 技 術
的 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ て い る 技 術 的 思 想 に 基 づ い て 決 め ら れ な け れ ば な ら
な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル に 含 ま れ て い る 一 つ の ピ ク セ ル の 等 価 回 路 図
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 を 実 線 で 示 し 、 第 １ サ
ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 を 破 線 で 示 し 、 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 を 一 点 鎖 線 で 示 す
グ ラ フ
【 図 ４ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 貯 蔵 部 に 貯 蔵 さ れ て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 示 す 表
【 図 ５ Ａ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル の ガ ン マ 曲 線 を ピ ク セ ル の 色 別 に 示 す グ ラ フ
【 図 ５ Ｂ 】 図 １ に 示 さ れ て い る 液 晶 パ ネ ル の 正 面 方 向 で の ガ ン マ 曲 線 、 第 １ サ ブ ピ ク セ ル
の ガ ン マ 曲 線 、 及 び 第 ２ サ ブ ピ ク セ ル の ガ ン マ 曲 線 を 色 別 に 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 さ れ て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 構 成 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 さ れ て い る ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル を 利 用 し た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る
液 晶 表 示 装 置 の 表 示 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
10　 液 晶 表 示 装 置
100　 液 晶 パ ネ ル
200　 制 御 部
210　 信 号 発 生 部
220　 貯 蔵 部
300　 デ ー タ 駆 動 部
400　 ゲ ー ト 駆 動 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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